
　
令
和
七
年
度
、
会
長
職
三
期
目
を
拝
命

し
、
皆
様
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
倫
理
運
動
、
並
び
に
倫
理
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
倫
理
運
動
が
創
始
さ
れ
た
の
は
戦
後
間

も
な
い
昭
和
二
十
年
九
月
三
日
。
戦
後
七

十
九
年
を
迎
え
ま
す
が
、
焼
け
野
原
と
な
っ

た
日
本
で
、
日
々
食
べ
る
こ
と
す
ら
出
来

な
い
、
暮
ら
す
家
も
失
い
、
家
族
も
失
い
、

未
来
を
考
え
る
よ
り
今
日
を
ど
う
や
っ
て

生
き
る
の
か
、
と
日
本
中
が
嘆
き
不
安
に

満
ち
て
い
た
時
に
、
純
粋
倫
理
の
燈
火
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
創
始
の
日
で
あ
る
九

月
三
日
は
丸
山
敏
雄
創
始
者
が
「
夫
婦
道
」

の
起
稿
を
始
め
ら
れ
た
日
で
す
。そ
の
た
め
、

九
月
が
新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り

　
九
月
十
一
日
は
、
年
度
は
じ
め
式
が
執

り
行
わ
れ
、
京
都
府
倫
理
法
人
会
全
て
の

役
職
者
、
運
営
委
員
の
一
年
間
の
役
職
辞

令
を
交
付
す
る
大
切
な
式
で
す
。
今
年
は

倫
理
研
究
所
丸
山
敏
秋
理
事
長
に
よ
る
辞

令
交
付
と
な
り
、
大
変
嬉
し
く
有
り
難
く

感
じ
て
い
ま
す
。
役
職
者
は
一
年
間
、
所

属
単
会
の
運
営
、
組
織
活
動
を
会
員
の
皆

様
の
お
世
話
役
と
し
て
活
動
を
推
進
し
て

vol.
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今すぐアクセス! !
モーニングセミナーのスケジュールは
もちろんの事、つなぐ和のバックナンバー、
企業紹介、新入会員情報、イベント情報、
動画など、WEB限定企画が満載です! !

N EWS

最新ニュースをもっと
詳しく知るには

令和 6年 09月 11日
令和 7年度　年度はじめ式
令和6年 09月 26日
普及力アップセミナー
令和6年 10月 18日
MSマニュアル研修
令和6年 10月 21日
りんりんゴルフ
令和6年 10月 07日
令和 7年度第 1回栞を学ぶ会

　
私
が
初
め
て
倫
理
に
ご
縁
を
頂
い

た
の
は
私
が
倫
理
法
人
会
に
お
誘
い

す
る
理
由
で
、
三
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
井
内
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

の
も
と
で
学
び
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

教
え
に
感
動
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
退
会
後
、
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
で
再

び
倫
理
の
必
要
性
を
感
じ
、
京
都
市

東
倫
理
法
人
会
を
見
学
し
、
す
ぐ
に

入
会
を
決
め
ま
し
た
。
京
都
市
東
の

皆
様
の
人
へ
の
愛
と
思
い
や
り
が
、

私
が
一
番
身
を
置
き
た
い
環
境
で
し
た
。

毎
週
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
心

を
磨
き
、
強
さ
と
ブ
レ
の
な
い
人
生
を

歩
め
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
普
及
に
関
し
て
は
、
生
涯
学
習
と
い

う
価
値
観
を
持
つ
方
に
お
声
か
け
を
し

て
い
ま
す
。「
共
に
幸
せ
に
生
き
よ
う
、

貢
献
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
を
伝
え
て

い
ま
す
。
人
の
喜
び
が
自
分
の
喜
び
で

あ
り
、
人
の
た
め
に
ご
紹
介
で
き
る
人

に
な
ろ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
こ

と
を
伝
え
て
、
誰
と
学
ぶ
か
が
大
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
苦
難
は
自
分

の
普
段
の
行
動
や
心
の
あ
り
方
で
起

こ
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
共
に

良
く
な
る
た
め
に
、
い
つ
も
考
え
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　
今
一
番
嬉
し
い
こ
と
は
、
学
び
を

普
及
は
生
涯
の

友
に
な
る

望月 まり子
京都市東

私
が
倫
理
法
人
会
に

お
誘
い
す
る
理
由

を
共
有
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
で

す
。
倫
理
で
学
び
、
実
践
し
、
生
涯
の

友
と
し
て
同
じ
道
を
歩
め
る
こ
と
に

「
私
は
な
ん
て
幸
せ
者
な
ん
で
し
ょ

う
！
」
と
思
い
、
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
倫
理
の
道
を
歩

み
、
心
磨
き
の
人
生
の
旅
を
楽
し
み
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
明
朗
・
愛
和
の

精
神
を
大
切
に
し
、
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

詳しくは、電話またはホームページからご確認下さい
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火曜日
水曜日

木曜日

金曜日
土曜日

ホテルグランヴィア京都
ANAクラウンプラザホテル京都
ウェスティン都ホテル京都
ホテルロイヤルヒル福知山&スパ
京都東急ホテル
ザ・プリンス京都宝ヶ池
BOSS CLUB
京都ガーデンパレス
ホテル京都エミナース

6:30am - 7:30am
6:00am - 7:00am
6:30am - 7:30am
6:00am - 7:00am
6:00am - 7:00am
6:30am - 7:30am
6:30am - 7:30am
6:00am - 7:00am
6:30am - 7:30am

京都洛南倫理法人会
京都市中央倫理法人会
京都市東倫理法人会
福知山市倫理法人会
京都市南倫理法人会
京都市北倫理法人会
京都伏見準倫理法人会
京都市倫理法人会
京都市西倫理法人会

京都府倫理法人会 経営者モーニングセミナー
自己革新を図れる、実践の場！

������������事　務　局

京都府倫理法人会
一般社団法人 倫理研究所

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
京
都
府
役
職
者
は
委

員
会
活
動
を
は
じ
め
、
単
会
運
営
の
支
援
、

役
職
者
の
育
成
、
正
し
く
明
る
い
組
織
活

動
の
推
進
を
強
化
し
、会
員
の
皆
様
に
「
入

会
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
経
営
者
教
育
団
体
と
し
て
、
誇
り
を
持

ち
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

混
沌
と
し
た
社
会
で
、今
こ
そ「
倫
理
観
」

が
世
界
で
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

純
粋
倫
理
が
世
の
中
の
常
識
に
な
れ
ば
、

世
界
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

経
営
の
中
に
倫
理
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

純
粋
倫
理
の
中
に
経
営
を
入
れ
る
こ
と
が

倫
理
経
営
と
な
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
令

和
七
年
度
は
倫
理
経
営
塾
を
開
塾
す
る
た

め
の
準
備
委
員
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
純

粋
倫
理
を
正
し
く
学
び
、
実
践
で
き
る
環

境
を
更
に
強
化
し
、
会
員
の
皆
様
に
よ
り

多
く
倫
理
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
年
間
活
動
計
画
を

立
て
て
い
ま
す
。「
ゆ
る
ぎ
な
い
千
社
体
制
」

か
ら
新
年
度
は
「
京
都
は
ひ
と
つ
。
千
五

百
社
の
未
来
へ
歩
み
出
そ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
今
こ
そ
純
粋
倫
理
の
燈
火

  

京
都
は
ひ
と
つ

一
五
〇
〇
社
の
未
来
へ
歩
み
出
そ
う
！

令
和
七
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
高
く
掲
げ
、
未
来
へ
歩
む
同
志
の
輪
を

拡
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
京
都
伏
見

凖
倫
理
法
人
会
は
百
社
、
正
単
会
と
な
り

行
動
旗
を
掲
げ
、
一
月
に
設
立
い
た
し
ま

す
。
ま
た
府
内
十
単
会
目
と
な
る
新
単
会

開
設
も
二
月
か
ら
始
動
し
ま
す
。

　
新
年
度
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た

め
て
節
目
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る

日
々
で
す
。「
感
謝
の
心
は
、
あ
ら
ゆ
る
営

み
の
原
点
で
あ
り
、
初
心
で
あ
る
。
折
り

目
節
目
に
原
点
に
帰
ろ
う
。
苦
し
み
に
打

ち
ひ
し
が
れ
た
ら
、
太
陽
を
仰
ご
う
」
と

倫
理
経
営
原
典
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

初
心
の
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
会
長
職
三
年

目
、
最
後
と
な
る
一
年
間
を
丁
寧
に
、
ま

た
強
く
、
役
職
者
一
丸
と
な
り
歩
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ

新
年
度
も
京
都
府
倫
理
法
人
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
結
び
に
、
会
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。京都

府
倫
理
法
人
会
　
　
　
　

十
一
代
目
会
長
　
安
澤
　
輝
香

令
和
七
年
度
新
体
制
発
表

京
都
発
！
活
力
と
実
践
の
企
業
紹
介

普
及
特
集
「
達
人
に
学
ぶ
普
及
の
極
意
」

特
　
集



　
令
和
七
年
度
、
幹
事
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
は
一
〇
〇
〇
社
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
活
躍
の
お
か

げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
期
も
強
固
な

組
織
運
営
が
確
立
で
き
る
よ
う
、
単

会
の
応
援
団
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
を
図
り
、
全
単
会
達
成
を
目
指

し
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
期
、
京
都
府
倫
理
法
人
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
京
都
は
ひ
と
つ
」
一
五

〇
〇
社
の
未
来
へ
歩
み
出
そ
う
！
の

も
と
、
新
た
な
目
標
へ
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
世
直
し
運
動
に
精
進

し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
期
も
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
倫
理

活
動
を
盛
り
上
げ
て
参
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
ゆ
る
ぎ
な
い
一
〇
〇

〇
社
体
制
構
築
に
向
け
て
力
強
く
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
京
都
伏
見
準

倫
理
法
人
会
開
設
と
い
う
新
た
な
単

会
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
純
粋

倫
理
を
学
ぶ
同
志
の
輪
が
拡
が
っ
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
令
和
七
年
十
月
に

開
催
さ
れ
る
倫
理
運
動
創
始
八
十
年
・

倫
理
法
人
会
創
設
四
十
五
年
の
記
念
行

事
に
向
か
う
五
カ
年
計
画
集
大
成
の
年

度
と
な
り
ま
す
。
京
都
府
倫
理
法
人
会

は
、
ゆ
る
ぎ
な
い
一
〇
〇
〇
社
体
制
を

超
え
、
一
五
〇
〇
社
と
い
う
大
き
な
目

標
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
安
澤
輝
香
会
長
最
終
年
度
と
し
て
、

「
京
都
は
ひ
と
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
更
な
る
進
化
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
参
加
し
た
い
！
」
と
思
っ
て
頂
け

る
よ
う
な
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
！
参
加
者

数
は
全
国
で
三
本
の
指
に
入
る
京
都

府
倫
理
法
人
会
。
運
営
も
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
!
京
都
府
内
九
つ
の
単
会
、

あ
な
た
に
合
う
倫
理
法
人
会
が
必
ず
見

つ
か
り
ま
す
。
朝
食
会
ま
で
お
気
軽
に

ご
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
期
二
期
目
の
広
報
委
員
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
京
都
府
内
に
は
倫
理

実
践
で
躍
進
す
る
素
晴
ら
し
い
経
営

者
、
会
社
が
多
く
あ
り
ま
す
。
広
報
と

し
て
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
仲
間
の
存
在

を
内
外
に
発
信
し
、
倫
理
経
営
の
浸
透

と
普
及
拡
大
に
貢
献
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
倫
友
み
ん
な
の
幸
せ
と
、
多
く
の

仲
間
作
り
を
達
成
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
女
性
委
員
長
を
拝
命
致

し
ま
し
た
木
和
宏
美
で
す
。
女
性
委

員
会
は
四
年
ぶ
り
の
再
開
で
す
！
女

性
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
楽
し
ん
で
活

躍
で
き
る
場
を
、
メ
ン
バ
ー
と
協
力

し
、
た
く
さ
ん
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
が
活
躍
す
る
場
に
は
、
た
く
さ

ん
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク

楽
し
い
活
動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
待
望
の
倫
理
経
営
塾
が
来
年
度
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
は
そ
の
準
備

を
し
ま
す
。
今
求
め
ら
れ
る
経
営
者

像
は
倫
理
経
営
そ
の
も
の
で
す
。
倫

理
経
営
原
典
を
元
に
倫
理
経
営
模
範

企
業
を
創
出
し
ま
す
。
倫
理
を
正
し

く
理
解
し
、
実
践
す
る
健
全
な
経
営

者
を
育
成
し
、
企
業
の
繁
栄
を
実
現

し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご

参
画
し
て
頂
き
た
い
。

MS広報女性倫理経営塾

中島  寛貴
委員長委員長

森田 秀司
委員長
木和 宏美

委員長
山脇 健司

幹
事
長

川
島
基

近
畿
方
面

近
畿
方
面
方
面
長

内
田
靖
士

近
畿
方
面

近
畿
方
面
副
方
面
長

小
池
伸
悟

倫理経営塾

事務局

一般社団法人 倫理研究所 法人局 

京都府倫理法人会

京都府倫理法人会 組織図
令和 7年度

監 査
平松 敏郎

専任幹事
相澤 優三子
会 長

可畑 宗太

京都市

専任幹事
柳川 聡
会 長

西山 秀樹

福知山市

専任幹事
津田 眞由味
会 長

前田 賢一

京都市中央

専任幹事
桃井 康行
会 長

河野 誠司

京都市北

専任幹事
井上 真由美
会 長

中川 淑子

京都市南

専任幹事
小田原 伸行
会 長

井上 陽次郎

京都洛南
会 長

専任幹事
小池 豊

南 幸来

京都市西

専任幹事
小島 信太郎
会 長

田中 大輔

京都市東

専任幹事
笹原 堂弘
会 長

坪内 将吾

京都伏見

近畿方面 方面長
内田 靖士

近畿方面 副方面長
小池 伸悟

会 長
安澤 輝香

田中 利久
副会長

小笠原 正樹
副会長

幹事長
川島 基
副幹事長
清久 隆幸

事務長
髙木 博章
副事務長
遠藤 亘

顧 問 泉 ケンタ
相談役 藤原 忠生

中西 通夫
大池 俊生

冨岡 重尚
山下 太郎
安井 義幸

法人スーパーバイザー
中西 通夫
参事 冨岡 重尚

法人レクチャラー
小笠原 正樹
辻 万寿夫
桃井 康行

𠮷本 人一
山脇 健司
山下 太郎

川島 基
小田原 伸行
安澤 輝香

倫理経営インストラクター
冨岡 重尚 山下 太郎 安澤 輝香

大池 俊生 安井 義幸

名誉法人アドバイザー 藤原 忠生

委員長 副委員長
中島 寛貴
室　忠一
野村 雅彦
森田 秀司
木和 宏美
山脇 健司

辻村 英介
近藤 雅也
牧野 佐和子
和田 雅博
得能 由美子
𠮷本 人一

MS委員会
朝礼委員会
研修委員会
広報委員会
女性委員会
倫理経営塾準備委員会

京都中央地区 
地区長
勝山 良昭

京都北西地区 
地区長
水谷 嘉宏

京都南地区 
地区長
田中 祥世

準備委員会 委員会 委員会

　
朝
礼
委
員
長
の
室
で
す
。
社
会
を

つ
く
る
活
動
は
「
働
く
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
働
く
場
で
あ
る
企
業
で『
全

員
で
い
い
仕
事
を
す
る
』
と
い
う
目

的
で
全
員
で
習
慣
的
に
目
標
を
果
た

せ
る
ツ
ー
ル
が
「
朝
礼
、終
礼
」
で
す
。

職
場
の
教
養
を
用
い
た
「
活
力
朝
礼
」

を
会
員
企
業
様
へ
導
入
す
る
、
活
力
の

あ
る
委
員
会
を
つ
く
り
ま
す
。

朝礼
委員長
室 忠一

委員会

　
令
和
七
年
度
研
修
委
員
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
、
京
都
市
中
央
倫
理

法
人
会
所
属
の
野
村
雅
彦
と
申
し
ま

す
。
純
粋
倫
理
の
学
び
を
実
践
し
、

家
庭
や
事
業
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と

の
実
感
が
、
倫
理
の
輪
を
広
げ
る
第

一
歩
と
考
え
、
学
び
を
深
め
る
場
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
年
間

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研修
委員長
野村 雅彦

委員会 委員会

委
員
会
他

令

和

七

年

度

新
年
度
ご
挨
拶

委
員
会
委
員
長



今
期
よ
り
京
都
市
倫
理
法
人
会
第
十

三
代
会
長
職
を
拝
命
し
ま
し
た
相
澤

優
三
子
で
す
。
京
都
市
倫
理
法
人
会

は
京
都
府
内
で
最
も
歴
史
の
長
い
単

会
で
、
創
業
年
数
の
長
い
経
営
者
の

方
も
多
く
、近
年
は
若
い
方
も
増
え
、

所
属
会
員
様
の
年
齢
層
が
広
い
の

が
特
徴
で
、
馴
れ
合
い
で
は
な
い
仲

の
良
さ
が
自
慢
で
す
。
京
都
市
倫
理

法
人
会
の
素
晴
ら
し
い
会
員
様
を
み

な
さ
ま
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
は
お
仲
間
に
な
っ
て
頂
け
ま

す
よ
う
に
、
京
都
市
倫
理
法
人
会
愛

と
誇
り
を
胸
に
、
諸
先
輩
の
繋
い
で

来
ら
れ
た
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
、
ま
た
未
来
へ

向
け
て
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
で
会
長
二
年
目
に
入
り

ま
す
。
今
期
の
普
及
目
標
は
一
〇
八

社
で
す
。
今
期
は
役
員
を
含
め
た
会

員
全
員
で
普
及
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
会
長
を
拝
命
し
た
と
き
か
ら
福

知
山
市
倫
理
法
人
会
を
揺
る
ぎ
な

い
一
〇
〇
社
へ
と
導
く
こ
と
を
使

命
と
思
い
、
昨
年
度
邁
進
し
ま
し

た
。
今
年
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

全
員
普
及
を
念
頭
に
お
い
て
い
ま

す
。
み
な
が
単
会
を
好
き
に
な
り
、

仲
間
を
増
や
す
た
め
ポ
ッ
プ
に
声

が
け
で
き
る
単
会
を
目
指
し
、
今

期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

超
、
明
朗

』
で
突
っ
走
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会長挨拶令 和 7 年 度

相
澤
優
三
子

京
都
市
北

京
都
伏
見

京
都
市
東

京
都
市
西

京
都
洛
南

京
都
市
南

京
都
市
中
央

福
知
山
市

京
都
市

柳
川
聡

津
田
眞
由
味

井
上
真
由
美

笹
原
堂
弘

桃
井
康
行

小
島
信
太
郎

小
池
豊

小
田
原
伸
行

未
来
へ
繋
ぐ

使
命

ゆ
る
ぎ
な
い

一
〇
〇
社
に
向
け
て

京
都
市
中
央
倫
理
法
人
会
第
十
一
代

目
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
津

田
眞
由
味
で
す
。
今
期
の
中
央
は
、

と
に
か
く
笑
顔
一
杯
で
、
み
ん
な
仲

良
く
楽
し
く
進
ん
で
学
び
成
長
し
て

行
け
る
、
そ
ん
な
会
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
初
代
北
村
会
長
の
「
元

気
が
一
番
」
を
合
言
葉
に
、
一
日
の
ス

タ
ー
ト
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
笑

顔
で
元
気
一
杯
、
活
力
漲
る
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
様
、
辛
い
時
も
、
ど
ん

な
時
で
も
笑
顔
で
挨
拶
を
し
、
笑
顔
の

輪
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
先
は

必
ず
目
標
達
成
し
、
涙
と
笑
顔
の
感
動

を
会
員
全
員
で
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま

す
。喜
怒
哀
楽
の
激
し
い
会
長
で
す
が
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
日
も
笑
顔
で
、

和
っ
笑
い
‼
わ
っ
し
ょ
い

今
期
、
三
年
目
の
会
長
職
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
井
上
真
由
美
で
す
。

純
粋
倫
理
に
基
づ
き
、
実
践
を
通

じ
て
「
幸
せ
の
道
し
る
べ
」
と
な

る
京
都
市
南
を
め
ざ
し
ま
す
！
会

員
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
幸
せ

と
事
業
の
繁
栄
を
願
い
、
心
を
磨

く
学
び
の
場
を
役
職
者
と
力
を
あ

わ
せ
て
創
っ
て
参
り
ま
す
！
皆
様

と
の
よ
き
ご
縁
に
感
謝
‼
う
れ
し
！

た
の
し
！
大
好
き
！
大
成
功
‼

磨
か
れ
て
ウ
キ
！

ワ
ク
！
キ
ラ
ッ
！

こ
の
度
、京
都
市
西
倫
理
法
人
会
の
第

七
代
目
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
、私
た
ち
京
都
市
西
倫
理
法
人

会
は「Thinking &
 A
ction

」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、自
ら
考
え
行
動

し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
び
地
域
社

会
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。五
つ
の
活
動
方

針
に
基
づ
き
、活
気
あ
る
朝
礼
の
開

催
、学
び
の
場
の
提
供
、会
員
満
足

度
の
向
上
、地
域
貢
献
、そ
し
て
リ
ー

ダ
ー
へ
の
成
長
に
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
す
。十
五
周
年
の
節
目
の
今
年
度
、

皆
様
と
共
に
よ
り
良
い
組
織
及
び

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
市
東
倫
理
法
人
会
の
三
代
目
会

長
を
拝
命
し
ま
す
小
島
信
太
郎
で
す
。

五
年
前
、チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し

て
入
会
し
た
時
に
は
会
長
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ

も
こ
の
間
続
け
て
き
た「
は
い
喜
ん

で
！
」の
実
践
の
末
か
と
思
い
ま
す
。

三
年
連
続
特
別
行
動
旗
を
獲
得
し
た

東
の
会
長
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、圧
倒

的
な
苦
難
の
始
ま
り
だ
と
予
感
し

ま
す
。た
だ
、圧
倒
的
な
苦
難
に
は

圧
倒
的
な
福
門
が
つ
い
て
く
る
と

信
じ
て
、ま
す
ま
す
東
が
圧
倒
的
!
な

単
会
と
な
る
よ
う
、何
よ
り
会
員
や
ゲ

ス
ト
の
皆
さ
ん
が
圧
倒
的
に
楽
し
い

会
と
な
る
よ
う
、頼
も
し
す
ぎ
る
役

職
者
陣
と
と
も
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

Thinking&
A
ction

の
決
意

会
長
職
を
拝
命
し
て
、
三
年
目
に

突
入
し
ま
し
た
。
会
長
職
を
や
っ

て
一
年
目
は
運
営
に
慣
れ
る
こ
と
、

二
年
目
は
課
題
、
問
題
点
の
顕

在
化
、
三
年
目
は
改
善
、
組
織
化

を
し
て
行
く
流
れ
だ
と
気
付
き
、

や
は
り
三
年
は
必
要
だ
と
思
い
ま

し
た
。
三
年
目
の
今
期
は
、
ル
ー

ル
化
、
改
善
を
進
め
、
更
に
組

織
化
を
進
め
、
次
の
会
長
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
出
来
る
環
境
を

作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
京
都
洛
南
倫
理
法
人
会
か

ら
社
会
に
貢
献
出
来
る
経
営
者
、

リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
、
二
〇
〇
社

を
有
す
る
単
会
を
目
指
し
ま
す
‼

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三
年
目
の

決
意

圧
倒
的
な
東
へ

よ
う
こ
そ
！

第
三
代
目
会
長
を
拝
命
し
て
お
り
、

今
期
が
最
終
の
三
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
明

る
く
！
楽
し
く
！
仲
間
と
成
長
！
』

で
す
。
何
事
も
や
る
か
ら
に
は
明
る

く
楽
し
く
行
動
し
、
そ
し
て
仲
間
と

共
に
自
己
革
新
を
は
か
り
、
成
長

で
き
る
会
と
し
て
運
営
し
て
い
き
ま

す
。
ゆ
る
ぎ
な
い
京
都
府
一
〇
〇
〇

社
、
そ
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
京
都
市

北
倫
理
法
人
会
一
一
〇
社
の
仲
間

と
共
に
、
な
り
た
い
自
分
を
鮮
明

に
思
い
描
き
、
少
し
ず
つ
前
進
し
、

共
に
成
長
を
喜
び
合
い
た
い
で
す
。

人
は
人
で
し
か
磨
か
れ
な
い
！

会
長
挨
拶

京
都
伏
見
準
倫
理
法
人
会
は
六
月
二

九
日
に
行
わ
れ
た
開
設
達
成
祝
賀
会

に
て
、
九
番
目
の
単
会
と
し
て
正
式

に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。当
単
会
は
、

ホ
テ
ル
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
伏
見
区
横
大
路
に

あ
る
複
合
施
設「
B
O
S
S
ク
ラ
ブ
」

で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
と
朝
食
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
笑
い
の
絶
え
な

い
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
目
指
し

て
お
り
、
一
度
参
加
す
る
と
ク
セ
に

な
る
！
次
回
も
必
ず
来
た
く
な
る
！

そ
ん
な
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
心

掛
け
て
お
り
ま
す
。
会
員
数
は
七
〇

社
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
で
も
早
く

一
〇
〇
社
正
単
会
に
な
り
、
行
動
旗

を
掲
げ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
単
会
の

期
待
を
背
負
う
！



令
和
七
年
度
、
京
都
市
倫
理
法
人

会
専
任
幹
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
可
畑
宗
太
と
申
し
ま
す
。
お
も

て
な
し
の
心
が
あ
り
、
ゲ
ス
ト
様

や
新
入
会
員
様
に
楽
し
く
気
持
ち

よ
く
参
加
し
や
す
い
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
運
営
を
で
き
て
い
る
の
が
、

京
都
市
倫
理
法
人
会
の
良
い
と
こ

ろ
で
す
。
相
澤
新
会
長
の
も
と
、

京
都
市
倫
理
法
人
会
の
更
な
る
飛
躍

と
新
京
都
市
体
制
を
盤
石
な
も
の

に
す
る
べ
く
、
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

京
都
市
倫
理
法
人
会
の
た
め
に
尽

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

令
和
七
年
度
福
知
山
市
倫
理
法
人

会
の
専
任
幹
事
を
拝
命
し
ま
し
た
。

柳
川
会
長
一
年
目
は
楽
し
く
会
の

運
営
が
で
き
、
M
S
の
参
加
者
も
増

え
ま
し
た
。
二
年
目
の
今
期
は
、
楽

し
い
中
に
も
厳
し
さ
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
り
入
れ
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
学
び
の
多
い
M
S
や
倫
理
活
動
を

会
長
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
会
長
が
掲

げ
て
お
ら
れ
る
「
揺
る
ぎ
な
い
一
〇

〇
社
」
を
目
指
し
、
し
っ
か
り
と
根

強
い
福
知
山
市
倫
理
法
人
会
の
体
制

を
、
幹
事
や
会
員
の
皆
様
と
共
に
築

い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

専任幹事挨拶

可
畑
宗
太

京
都
市
北

京
都
伏
見

京
都
市
東

京
都
市
西

京
都
洛
南

京
都
市
南

京
都
市
中
央

福
知
山
市

京
都
市

西
山
秀
樹

前
田
賢
一

中
川
淑
子

坪
内
将
吾

河
野
誠
司

田
中
大
輔

南
幸
来

井
上
陽
次
郎

井
上
陽
次
郎

井
上
陽
次
郎

南
幸
来
幸
来

河
野
河
野
河
野
誠
司

西
山
西
山
秀
樹

前
田
前
田
賢
一

前
田
前
田
賢
一

中
川
中
川
淑
子

抱
負

専
任
幹
事
を

拝
命
し
て

京
都
市
中
央
倫
理
法
人
会
　
令
和

七
年
度
の
専
任
幹
事
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
前
田
賢
一
で
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
令
和
五
年
、
六
年
に
引

き
続
き
、
専
任
幹
事
を
拝
命
し
て

三
期
目
に
入
り
ま
し
た
。
京
都
市

中
央
倫
理
法
人
会
　
令
和
七
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
今
日
も
笑
顔

で
和
っ
笑
い
（
わ
っ
し
ょ
い
）‼
」

で
す
。
本
年
度
も
、
会
員
・
ゲ
ス

ト
の
皆
様
に
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
、
ま

た
来
週
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
単
会
運
営
を
し
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
今
期
も
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

専
任
幹
事

三
期
目
突
入
！

京
都
市
南
倫
理
法
人
会
、
令
和
七
年
度

専
任
幹
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
中
川

淑
子
で
す
。
令
和
五
年
度
、
井
上
会
長

の
初
年
度
に
も
専
任
幹
事
の
お
役
を
頂

い
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
辻
村
専

任
幹
事
の
手
腕
の
も
と
、
京
都
市
南
は
全

体
に
若
返
っ
て
と
て
も
仲
の
良
い
単
会
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
一
体
感
を
ベ
ー
ス
に
、

新
年
度
は
ま
た
ゼ
ロ
地
点
に
立
ち
、
会

長
の
最
後
の
年
度
に
積
年
の
願
い
で
あ

る
「
真
摯
に
倫
理
を
学
び
、
全
員
が
成

長
す
る
単
会
」
の
具
現
化
を
果
た
し
た
い

所
存
で
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
来

れ
ば
、
仕
事
や
人
間
関
係
で
傷
つ
い
た

人
が
癒
さ
れ
元
気
に
な
っ
て
、
ま
た
外
で

貢
献
で
き
る
。
そ
れ
が
京
都
市
南
の
力
！

井
上
会
長
の

果
た
し
た
い
夢

私
は
入
会
し
て
か
ら
、
研
修
委
員
・

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
リ
ー

ダ
ー
・
研
修
委
員
副
リ
ー
ダ
ー
の
役

を
受
け
て
約
三
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
役
は
「
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
リ
ー
ダ
ー
」
で
す
。

当
時
見
た
こ
と
も
な
い
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
熟
読
す
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
学
び

な
が
ら
会
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
、

人
に
心
を
合
わ
せ
る
大
切
さ
を
自
然
と

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

会
社
や
他
の
団
体
で
も
役
を
受
け
る
決

断
が
で
き
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
令
和
七
年
度
は
専
任
幹
事
を
拝

命
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

引
き
続
き
学
び
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
、
京
都
市
東
倫
理
法
人

会
の
専
任
幹
事
を
拝
命
し
ま
し
た
田

中
大
輔
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
小
島
信
太
郎
会
長
よ
り
、

大
役
を
頂
き
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

し
て
お
り
ま
す
。
私
も
倫
理
を
学
び

始
め
て
五
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の

五
年
間
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
に
支
え

ら
れ
、
学
び
と
実
践
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。そ
の
中
で「
受
け
切
る
覚
悟
」

を
体
感
で
き
た
こ
と
は
、
自
分
の
思

考
、
心
も
ち
、
人
生
を
変
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
覚
悟
を
持
て
た
の
は
、

倫
理
で
学
ん
だ
「
明
朗
さ
」
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。「
笑

顔
が
一
番
」
共
に
喜
び
、
成
長
し
ま

し
ょ
う
！
「
東
は
！
圧
倒
的
！
」

役
を
受
け
る

大
切
さ

倫
理
法
人
会
は
九
月
か
ら
新
年
度

に
な
り
ま
す
。
倫
理
の
学
び
を
通

じ
て
、
去
年
の
自
分
は
こ
の
一
年

で
人
生
が
よ
り
良
く
な
り
ま
し
た

か
？
洛
南
は
小
田
原
会
長
が
掲
げ

て
い
る
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
計
画
」

が
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
就
任
当

初
か
ら
変
わ
ら
ず
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
計
画
は
着
々
と
浸
透
し
て
き
て

い
ま
す
。
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は

「
決
断
」
と
「
言
い
続
け
る
」
事
が

大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
今
年
は
皆

さ
ん
は
何
を
決
断
さ
れ
ま
す
か
？

一
人
一
人
課
題
や
悩
み
は
違
い
ま

す
が
、
決
め
る
事
が
で
き
れ
ば
、

一
人
一
人
の
人
生
が
よ
り
良
い
方

向
に
進
む
と
信
じ
て
い
ま
す
。

倫
理
の
学
び
を

人
生
好
転
の
き
っ
か
け
に

笑
顔
が
一
番

令
和
七
年
度
専
任
幹
事
を
拝
命
致
し

ま
し
た
河
野
誠
司
で
す
。
京
都
市
北

倫
理
法
人
会
は
、
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
、
結
束
力
が

あ
る
単
会
で
す
。
こ
の
北
の
パ
ワ
ー

を
ま
と
め
「
学
ん
で
良
し
」「
集
っ
て

良
し
」
の
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
で
き

る
よ
う
な
チ
ー
ム
に
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
同
じ
や
る
な
ら
楽

し
く
、
明
る
く
、
元
気
よ
く
、
そ
し
て

皆
さ
ん
の
様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
、

良
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
、

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
手
を
加
え
る
。

「
や
っ
て
良
か
っ
た
」「
成
長
し
て
る

ね
」
と
言
わ
れ
る
京
都
市
北
倫
理
法

人
会
に
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京
都
市
北
倫
理
法
人
会
は

一
つ
に
！
一
一
〇
社
‼

京
都
伏
見
準
倫
理
法
人
会
は
先
日
の

開
設
達
成
祝
賀
会
に
て
、
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
正
式
に
開

設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
っ

た
一
人
の
会
長
予
定
者
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
の
単
会
は
、
現
在
七
〇
社

を
超
え
た
ま
た
来
た
く
な
る
単
会
に

な
っ
て
お
り
、
毎
週
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
を
迎
え
る
こ
と
が
楽
し
み
で
仕

方
な
い
チ
ー
ム
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
輪
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
京
都
府
の
発
展

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
一
日
で
も
早
い
一
〇

〇
社
正
単
会
な
り
、
行
動
旗
を
掲
げ
、

京
都
伏
見
、
心
を
一
つ
に
み
ん
な
で

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

京
都
伏
見
、

心
は
一
つ
！

令 和 7 年 度



　
当
社
は
西
陣
織
の
織
元
で

す
。
主
に
キ
モ
ノ
の
帯
地
を
製

造
し
て
い
ま
す
。「
京
都
の
人

に
と
っ
て『
先
の
大
戦
』は『
応

仁
の
乱
』
の
こ
と
」
と
い
う
漫

才
は
私
に
は
事
実
で
、「
西
陣
」

と
い
う
名
称
は
一
四
六
七
年
の

応
仁
の
乱
が
そ
の
由
来
で
す
。

戦
後
、
堺
な
ど
に
避
難
し
て
い

た
織
物
の
職
人
が
、
舶
来
の
技

術
を
身
に
つ
け
「
西
の
陣
」
跡

地
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
社
は
そ
こ
ま
で
は
辿
れ
ま

せ
ん
が
、
一
〇
〇
年
を
越
え
た

「
京
の
老
舗
」
表
彰
を
京
都
府

か
ら
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し

社
歴
だ
け
で
な
く
企
業
体
質
も

古
く
、
変
化
し
た
環
境
に
対
応

し
き
れ
て
い
な
い
会
社
を
、
父

か
ら
事
業
承
継
し
た
の
が
入
会

の
き
っ
か
け
で
し
た
。
戦
後
、

当
社
は
西
陣
で
も
大
手
と
い
わ

れ
る
規
模
に
成
長
し
、
ピ
ー
ク

は
二
〇
〇
名
ほ
ど
の
社
員
が
い

ま
し
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
坂
道
を
転
が
り
落
ち
る
よ

う
に
業
績
が
悪
化
し
、
今
は
社

員
数
も
売
上
も
ピ
ー
ク
の
一
〇

分
の
一
で
す
。

　
私
が
社
長
を
承
継
し
た
と

き
、
社
員
は
七
〇
人
ほ
ど
い
ま

し
た
。
し
か
も
そ
の
社
員
は
戦

後
の
高
度
成
長
時
代
に
「
ガ

チ
ャ
マ
ン
」
と
い
う
織
機
が
一

越
ガ
チ
ャ
ン
と
動
け
ば
一
万
札

が
空
か
ら
降
っ
て
く
る
と
言
わ

れ
た
強
烈
な
成
功
体
験
を
し
た

方
々
で
し
た
。
バ
ブ
ル
後
、
世

の
中
が
一
変
し
て
い
る
の
に
会

社
の
仕
事
の
や
り
方
は
あ
ま
り

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
な
ん
と
か

立
て
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
倫
理
と

出
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

学
び
の
中
で
私
が
特
に
注
目
し

た
の
が
「
活
力
朝
礼
」
で
し
た
。

　
事
業
承
継
の
前
か
ら
、
業
績

が
悪
化
し
て
い
る
の
に
や
り
方

を
変
え
よ
う
と
し
な
い
父
と
、

話
が
噛
み
合
わ
な
い
日
が
続
い

て
い
ま
し
た
。私
が
社
長
に
な
っ

て
も
社
員
に
指
示
し
た
業
務
改

善
を
す
ぐ
に
元
に
戻
す
な
ど
、

過
度
の
干
渉
が
い
つ
ま
で
も
続

き
ま
し
た
。
朝
礼
の
導
入
も
当

然
反
対
で
す
。
今
ま
で
朝
礼
を

し
て
い
な
か
っ
た
会
社
に
「
活

力
朝
礼
」
を
導
入
し
た
の
で
「
軍

隊
み
た
い
な
こ
と
を
社
員
に
さ

せ
る
な
」
と
邪
魔
を
し
ま
す
。

朝
礼
が
終
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
そ

の
横
で
「
朝
礼
で
売
上
が
増
え

る
の
か
」「
社
員
が
嫌
が
っ
て
い

る
こ
と
は
や
め
ろ
」
と
皆
の
前

で
言
い
ま
す
。
そ
の
と
お
り
、

朝
礼
で
売
上
は
増
え
な
い
し
、

社
員
は
嫌
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
と
親
子
ほ
ど
離
れ
た
古
参

社
員
の
協
力
も
な
か
な
か
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
に
同
調

し
「
社
長
の
言
う
こ
と
な
ん
か

聞
か
へ
ん
ぞ
」「
誰
も
社
長
の
考

え
な
ん
か
理
解
し
て
へ
ん
」
と

言
い
出
す
始
末
で
、
孤
軍
奮
闘

の
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
根
気

よ
く
続
け
た
結
果
、
今
は
し
っ
か

り
会
社
に
定
着
し
、
私
が
い
な
く

て
も
社
員
だ
け
で
普
通
に
や
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
並
行
し
て
当
社
は
宣
伝
広
告

費
を
使
わ
ず
、
も
の
づ
く
り
へ

の
投
資
に
集
中
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
世
界
で
唯
一
、
写

真
や
絵
画
の
よ
う
な
高
精
細
度

の
織
物
を
製
織
す
る
技
術
が
確

立
で
き
た
の
で
、
既
存
の
お
得

意
様
だ
け
で
な
く
、
京
都
市
、

倫
理
実
践
と

経
営
の
変
化

斜
に
構
え
て
、

叱
ら
れ
て
、

そ
れ
で
も

逃
げ
ず

　
会
社
を
変
化
さ
せ
る
取
り
組

み
の
土
台
と
な
っ
た
の
は
や
は

り
栞
の
十
七
カ
条
で
す
。
父
と

の
事
業
承
継
の
軋
轢
の
中
で
こ

そ
、
あ
え
て
深
く
考
え
な
い
と

い
け
な
い
「
本
を
忘
れ
ず
」。

四
面
楚
歌
の
中
で
活
力
朝
礼
を

導
入
す
る
と
き
勇
気
を
も
ら
え

た
「
信
成
万
事
」。
坂
道
を
転

げ
落
ち
る
よ
う
な
業
績
悪
化
の

中
で
信
じ
た
「
苦
難
福
門
」。

女
子
社
員
が
若
く
し
て
在
籍
中

に
膠
原
病
で
亡
く
な
っ
た
と
き

は
序
文
の
一
行
目
と
の
戦
い
で

し
た
が
、
そ
れ
を
紐
解
く
第
三

章
そ
の
二
「
死
は
生
な
り
」
を

深
く
読
み
込
む
機
会
に
な
り
、

倫
理
の
理
解
が
少
し
深
ま
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
の
そ

ば
に
い
つ
も
栞
が
あ
っ
た
お
か

げ
で
、
会
社
が
つ
ぶ
れ
ず
今
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
倫
理
は
座
学
で
は
な
く
、
実

践
を
通
じ
て
自
己
革
新
す
る
人

の
集
ま
り
で
す
。朝
が
ツ
ラ
イ
。

お
役
が
面
倒
。
普
及
が
し
ん
ど

い
。
幾
度
と
な
く
心
が
折
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
倫
友
が

い
る
か
ら
こ
そ
こ
の
学
び
が
継

続
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
北
準

に
入
り
、
京
都
市
に
移
籍
し
、

今
は
ま
た
北
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
桃
井
会
長
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
明
る
く
、楽
し
く
、

み
ん
な
で
成
長
」
を
実
感
で
き

る
素
晴
ら
し
い
単
会
で
す
。

変
化
で
き
た

理
由

　
そ
れ
と
私
は
勝
手
に
京
都
市

の
福
井
三
千
子
さ
ん
を
師
匠
と

仰
い
で
い
ま
す
。
倫
理
の
「
マ

ス
タ
ー
ヨ
ー
ダ
」と
思
っ
て
い
て
、

お
見
か
け
す
る
と
緑
の
ラ
イ
ト

セ
ー
バ
ー
を
振
り
回
す
音
が
頭

に
響
き
ま
す
。
私
が
ダ
ー
ク
サ

イ
ド
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
と

き
、
い
つ
も
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の

福
井
さ
ん
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
る

の
が「
倫
理
は
間
違
い
な
い
！
」。

こ
の
言
葉
を
信
じ
て
、
皆
さ
ん

と
共
に
倫
理
の
学
び
を
深
め
、

家
庭
と
会
社
を
少
し
で
も
よ
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

師
匠
の

言
葉

　
居
附
会
長
率
い
る
幻
の
北
準
（
京
都
市
北
準
倫
理
法

人
会
）
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
早
や
十
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。
山
下
相
談
役
に
「
斜
に
構
え
て
い
る
」

と
叱
ら
れ
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
続
け
て
こ
ら
れ
た
実

践
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

京
都
府
、
国
会
議
事
堂
、
首
相

官
邸
な
ど
か
ら
製
織
の
ご
依
頼

を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
他
に
も
例
え
ば
全
国
高
校

駅
伝
や
県
対
抗
女
子
駅
伝
の

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
は
開
催
地
の
京

都
ら
し
く
近
年
西
陣
織
で
作
る

こ
と
に
な
り
、
優
勝
チ
ー
ム
の

賞
品
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
当
社
が
製
織
し
て
い
ま

す
。
最
近
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
技
術
開
発
一
辺
倒

で
な
く
、
商
圏
の
拡
大
を
目
指

し
て
西
陣
の
織
元
で
チ
ー
ム
を

組
み
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ミ
ラ
ノ

な
ど
海
外
の
展
示
会
に
出
展
し
、

西
陣
織
を
世
界
に
拡
げ
る
よ
う

奮
闘
中
で
す
。

　
活
力
朝
礼
や
カ
イ
ゼ
ン
運
動

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん
だ

結
果
、
お
か
げ
さ
ま
で
一
〇
年

以
上
赤
字
垂
れ
流
し
だ
っ
た
会

社
を
最
近
よ
う
や
く
黒
字
化
で

き
ま
し
た
。
社
員
の
皆
さ
ん
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

西陣織の帯ときもの

え え 企 業 さ ん 紹 介 し よ か

実践 活力と
京都発!

創 業 1 0 0 年 を 越 え る 「 京 の 老 舗 」

とみや織物株式会社

京
都
市
北
倫
理
法
人
会

副
会
長

と
み
や
織
物
株
式
会
社

代
表
取
締
役

冨
家
靖
久

第一回

の企業紹介

ジャカルタでの展示会でジョコウィー大統領に説明しました

「輝く」大下朝礼委員長の
指導で活力朝礼を実施

倫理経営



当
社
は
伏
見
区
で
「
け
あ
こ
こ
訪
問

看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、

市
内
一
〇
ヶ
所
で
精
神
・
知
的
障
害

者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
G
H
フ
ァ

ミ
リ
ア
ハ
ウ
ス
」
を
運
営
し
て
お

り
ま
す
。
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

企
業
と
し
て
、
倫
理
的
な
経
営
を

大
切
に
し
、
更
な
る
成
長
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
度
、
倫
理
法
人
会
に
入
会

で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
自
己
開
示
を
大
切
に
、
皆
様
と

共
に
学
び
、精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
京
都
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

精
神・知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

山
田
惠
子

倫
理
と
自
分
に
期
待

京
都
市
北

京
都
伏
見

京
都
市
東

京
都
市
西

京
都
洛
南

京
都
市
南

京
都
市
中
央

福
知
山
市

京
都
市

新 入 会 員 紹 介
HPの「会員の声」にてさらに多くの会員様をご紹介しています。

家
族
の
事
で
悩
み
事
が
あ
り
、
弟
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
「
倫
理
の
実
践
を
す
る
と
い

い
よ
」
と
教
え
て
も
ら
い
、
半
信
半
疑
で

入
会
し
ま
し
た
。
一
〇
〇
日
手
紙
実
践
を

や
り
ま
し
た
が
、
心
の
変
化
が
現
れ
て
く

る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

方
に
も
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
苦
手
な
相
手
と
も
上
手
く

人
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
入
会
し
た
ば
か
り

で
、
こ
れ
か
ら
多
々
の
実
践
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
前
向
き
に
自
分
の
心
と

付
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

倫
理
の
方
は
朗
ら
か
な
方
ば
か
り
で
、

昔
か
ら
知
り
合
い
の
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
と
て

も
居
心
地
が
い
い
。
未
熟
者
で
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
き
ん
で
ん

総
合
設
備
工
事
業

奥
村
宗
久

倫
理
入
会
の
理
由

同
じ
事
務
所
の
先
輩
で
、
京
都
市
南

の
辻
村
弁
護
士
に
お
誘
い
い
た
だ
き

ゲ
ス
ト
参
加
し
た
日
に
入
会
を
決
め

ま
し
た
。
入
会
を
決
め
た
の
は
、
断

れ
な
い
雰
囲
気
だ
っ
た
か
ら
…
も
あ

り
ま
す
が
（
笑
）、
多
く
の
気
づ
き

に
出
会
え
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

法
律
と
い
う
狭
い
世
界
で
生
き
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
自
身
の
見
方

が
一
面
的
で
は
と
不
安
に
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
M
S
の
講
話
は
、

私
の
足
り
な
い
部
分
を
埋
め
て
く

れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

多
様
な
価
値
観
を
身
に
付
け
て

社
会
に
還
元
し
て
い
き
た
い
で
す
。

弘
希
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士

町
谷
昭
嘉

気
づ
き
の
場

友
人
が
倫
理
法
人
会
へ
の
参
加
を
促

さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
興
味
本
位
で

参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
私

自
身
、
朝
が
と
て
も
苦
手
で
、
前
職

を
退
職
し
た
理
由
で
も
あ
る
の
に
、

朝
か
ら
人
の
お
話
を
聞
く
の
は
す
ご

く
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
参

加
し
た
時
に
、
登
壇
者
や
参
加
さ
れ

て
い
る
方
た
ち
の
お
話
を
聞
く
の
は

自
分
に
と
っ
て
も
面
白
く
、
人
生
の

肥
し
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
経
営
者

や
そ
れ
に
準
ず
る
方
と
い
う
の
は
普
通

に
生
活
し
て
い
て
も
あ
ま
り
お
話
す
る

機
会
は
な
い
の
で
、
色
々
な
お
話
を

聞
け
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
早
寝
早
起
き
を
実
践
し
ま
す
。

C
S
ア
セ
ッ
ト
株
式
会
社

証
券
業
中
心
の
金
融
業
全
般

石
田
太
郎

早
起
き
は
三
文
の
徳

倫
理
法
人
会
だ
け
は
入
る
ま
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
ま
さ
か
入
会
す

る
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
義
務
感
と
責
任
感
で
出

席
し
て
い
ま
し
た
が
、
食
前
食
後

の
挨
拶
に
初
め
て
触
れ
た
時
「
こ

れ
は
す
ご
く
大
切
な
こ
と
を
言
っ
て

い
る
！
」
と
倫
理
法
人
会
に
対
す
る

見
る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。
万
人

幸
福
の
栞
を
読
ん
で
み
て
も
、
納

得
の
い
く
こ
と
ば
か
り
。
寝
不
足
に

な
る
の
は
し
ん
ど
い
で
す
が
、
今
で

は
毎
週
の
講
話
者
の
お
話
を
聴
く

の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ッ
カ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

合
同
会
社

企
業
研
修
、

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

小
笠
信
弥

倫
理
の
目
覚
め

コ
ス
タ
リ
カ
に
珈
琲
農
園
主
に
会

い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
世
界
の

珈
琲
生
産
者
か
ら
珈
琲
を
飲
む
地

域
の
人
た
ち
と
笑
顔
の
循
環
を
創

る
珈
琲
焙
煎
所
「
サ
ー
カ
ス
コ
ー

ヒ
ー
」
を
営
ん
で
い
ま
す
。
倫
理
法

人
会
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、た
ま
た
ま
で
は
な
く
、私
に
と
っ

て
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
よ
い
ご

縁
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
京

都
北
の
雰
囲
気
も
よ
く
毎
週
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
び

を
実
践
し
て
、
日
々
自
己
改
革
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
サ
ー
カ
ス
コ
ー
ヒ
ー

自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
豆
販
売
店

渡
邉
良
則

た
ま
た
ま
で
は
な
く

必
然
の
出
会
い

私
は
「
鴨
頭
さ
ん
」
で
倫
理
法
人
会

の
こ
と
は
し
っ
て
い
ま
し
た
。
飯
島

さ
ん
、
徳
永
さ
ん
、
中
川
さ
ん
か
ら

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
何
度
か

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
入
会
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
と
き
、

入
会
し
な
い
で
い
い
の
で
、
会
員
ス

ピ
ー
チ
を
聞
き
に
来
て
ほ
し
い
と

頼
ま
れ
、
再
度
見
学
に
伺
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
時
の

講
話
と
自
分
の
直
観
か
ら
意
外

に
も
入
会
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

何
事
も
タ
イ
ミ
ン
グ
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

合
同
会
社

A
s
　
Y
o
u
　
A
r
e

不
動
産
の
こ
と
な
ら

お
任
せ
下
さ
い
！

仲
辻
健
太
郎

意
外
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

入
会
！

友
達
のIn

stag
ram

ス
ト
ー
リ
ー

の
投
稿
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

M
S
初
参
加
。
そ
し
て
入
会
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
倫
理
の
見
え
な
い

世
界
の
つ
な
が
り
を
栞
や
様
々
な
方
の

お
話
を
通
し
て
、
深
く
学
べ
る
場
に

毎
回
気
付
き
や
学
び
を
い
た
だ
き

色
々
な
実
践
を
日
常
で
真
似
し
て

行
っ
て
み
た
り
、
倫
理
指
導
い
た
だ

い
た
こ
と
を
実
践
し
て
い
く
な
か
で

た
く
さ
ん
の
倫
理
体
験
を
い
た
だ
い

て
い
る
日
々
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
す
な

お
に
学
び
成
長
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

9
n
i
n
e

魂
と
対
話
す
る
ヒ
ー
ラ
ー

小
林
千
夏

倫
理
の
学
び
と
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
む
っ
♪

「
究
極
の
利
他
」、
こ
こ
に
焦
点
を
当

て
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、

入
会
し
て
万
人
幸
福
の
栞
第
十
六
条

「
尊
己
及
人
」
を
読
み
、
ま
ず
は
自

分
か
ら
。
こ
こ
に
気
づ
き
、
思
考
と

言
葉
と
行
動
を
変
え
ま
し
た
。
何
か

に
躓
い
た
と
き
、
一
つ
ひ
と
つ
自
分

に
問
い
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
感
情
に
気
づ
け

る
よ
う
に
！
自
分
を
認
め
、
受
け
入

れ
て
い
く
と
、
ふ
た
を
し
て
い
た
可

能
性
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は

自
分
の
在
り
方
に
刮
目
で
き
、
周
囲

の
方
に
も
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

H
A
D
O
H
O
L
I
C

波
動
で
迷
い
を
解
決
す
る
鑑
定

（
ね
ら
い
打
ち
！
）

福
田
い
ず
み

自
分
の
人
生
に

熱
狂
し
て
ま
す
！

相
澤
会
長
の
ご
紹
介
で
再
入
会
い
た

し
ま
し
た
、
株
式
会
社
V
O
G
A
の

辻
村
と
申
し
ま
す
。仕
事
は
オ
ー
ダ
ー

ス
ー
ツ
の
仕
立
業
で
し
て
、
ス
ー
ツ

だ
け
で
な
く
シ
ャ
ツ
や
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
コ
ー
ト
に
加
え
、
靴
や
鞄
な
ど

の
革
製
品
も
オ
ー
ダ
ー
ア
イ
テ
ム
と

し
て
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
弊
社
の
経

営
理
念
は
「
世
界
一
の
悦
び
と
感
動

を
創
る
」
で
あ
り
、
私
自
身
も
こ
の

仕
事
を
通
じ
て
、
多
く
の
悦
び
と
感

動
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


